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2020年10月15日 

各 位 

株 式 会 社 ア ク ロ デ ィ ア 

代 表 取 締 役 社 長 篠 原  洋 

(コード番号：3823 東証第二部) 

問合せ先： 管 理 部 藤 原  学 

電話番号： ( 0 3 ) 4 4 0 5 - 5 4 6 0 

 

営業外費用及び特別利益並びに特別損失の計上に関するお知らせ 

 
 当社は、2020 年 8 月期連結会計年度において営業外費用及び特別利益並びに特別損失を計上することとな

りましたので、お知らせいたします。 

 

１．貸倒引当金繰入額（連結決算） 

当連結会計年度において、ビンゴ事業等における貸付債権の回収が困難となる可能性が生じたため、当該債

権等に対する貸倒引当金繰入額26百万円を営業外費用として計上いたしました。 

 

２．関係会社株式売却益（連結決算） 

関係会社株式の売却にともない、関係会社株式売却益25百万円を特別利益として計上いたしました。 

 

３．関係会社株式評価損（個別決算） 

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、グアム準州政府から出された外出禁止命令等を受け、当社

グループのビンゴ事業の営業が停止し、現在も再開できていないことから、業績が計画から乖離したため、ビ

ンゴ事業を行う子会社の株式について関係会社株式評価損348百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

４．のれん等の減損処理（連結決算） 

個別決算において上述の関係会社株式評価損を計上したことに伴い、連結決算においてのれんの減損処理等

を行い、のれん償却額として300百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

５．減損損失（個別決算及び連結決算） 

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響等により、個別決算においては、スポーツIoT事業での販売拡大の

遅れやインターホンIoT事業における営業展開の遅れなどがあったことやビンゴ事業において店舗の閉鎖によ

りビンゴシステムの売上が計画を下回ったこと等にともないソフトウェア等の固定資産について、また、連結

決算においては飲食関連事業においてサブリース契約の解除にともない店舗設備等の固定資産について、将来

の回収可能性を検討した結果、減損処理を行い、個別及び連結決算において減損損失として次のとおり特別損

失に計上致しました。 

 

I.  個別決算 207百万円 

II. 連結決算 296百万円 

 

６．臨時休業等による損失（連結決算） 

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、各国政府及び各自治体から出された外出自粛要請等を受

け、当社グループでは各国の規制及び感染拡大防止への配慮から、株式会社渋谷肉横丁や株式会社インタープ

ランをはじめとする当社グループの営業施設において臨時休業等を実施いたしました。 
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このため、当該期間中に発生した固定費（人件費・地代家賃・減価償却費等）23百万円を臨時休業等による

損失として特別損失に計上いたしました。 

 

６．業績に与える影響  

 本件は、本日公表の「2020年８月期決算短信〔日本基準〕(連結)」に織り込んでおります。 

 
以 上 


